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【はじめに】 

ゾロ品という言葉がジェネリックという新しい言い方に変わって久しいが、やはり後発医薬品

には「効果が十分ではないのではなかろうか」という意識がつきまとう。このことが、後発医薬

品の使用をためらわせ、なかなか外来後発医薬品使用体制加算の施設基準を満たさないのではな

かろうか。 

【馬鹿にならない加算点】 

外来後発医薬品使用体制加算は２点から５点あり、処方料算定ごとなので、外科処置の多い歯

科では馬鹿にならない点数になる 

【後発医薬品を知る】 

 一言でジェネリックと言っても、主成分以外は全く違うものから、全く同等な AG まで色々あ

る。上手に使えば質を落とさずジェネリックが使用できる。 


